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正
し
く
備
え
て
、
正
し
く
恐
れ
る

～ 
い
つ
か
く
る
、
南
海
ト
ラ
フ
巨
大
地
震
に
備
え
て 

～

東
日
本
大
震
災
か
ら
３
年
。

あ
の
時
、
私
た
ち
は
、
こ
れ
ま
で
に
見
た
こ
と
の
な
い
悲
惨
な
光

景
を
目
の
当
た
り
に
し
ま
し
た
。

し
か
し
、
あ
の
未
曾
有
の
大
震
災
で
さ
え
、
日
が
経
つ
に
つ
れ
危

機
意
識
が
薄
れ
て
い
く
感
覚
に
気
づ
い
た
人
も
い
る
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。

「
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
９
ク
ラ
ス
の
巨
大
地
震
、
最
大
の
津
波
の
高
さ

10

.

１
ｍ
、
死
者
数
２
，５
６
８
人
、
家
屋
の
全
壊
棟
数
３
２
，４
７
３
棟
」

こ
れ
は
、
昨
年
12
月
26
日
に
愛
媛
県
が
発
表
し
た
南
海
ト
ラ
フ
巨

大
地
震
の
宇
和
島
市
の
被
害
想
定
（
最
終
報
告
）
の
内
容
で
す
。

30
年
以
内
に
発
生
す
る
確
率
は
70
％
と
も
い
わ
れ
て
い
る
南
海
ト

ラ
フ
巨
大
地
震
に
備
え
、
私
た
ち
は
何
を
す
る
べ
き
な
の
で
し
ょ

う
か
。

あ
れ
か
ら
３
年
が
経
っ
た
今
、
改
め
て
次
の
震
災
へ
の
備
え
に
つ

い
て
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

防 災 特 集

＜愛媛県津波被害想定（最終報告）＞（2013年12月26日発表）

■ 地震規模：Ｍ９.０

■ 最大震度：７

■ 最大津波高および最短到達時間

最大津波高
最短到達時間

津波高１ｍ 最大津波高

吉田港 ６.０ｍ ５４分 １６５分

宇和島港 ６.５ｍ ５６分 ７２分

岩松港 ７.５ｍ ４１分 ５４分

※市内での最大津波高は、日振島（１０.１ｍ）。

■ 死者数　：2,568人（うち津波による死者数：1,444人）

■ 負傷者数：4,591人

■ ライフライン被害

　 断水率 ：99.9％ 固定電話不通回線率 ： 85.1％
　 停電率 ：98.2％ 都市ガス供給停止率 ： 100％
　 下水道支障率 ：96.9％ ＬＰガス漏洩戸数 ： 70.5％

■ 建物被害（全壊棟数）  ：32,473棟（47％）

■ 生活支障

　 避難者（１日後） ： 52,588 人
　　　　　　（１ヶ月後） ： 63,935 人

【問合先】危機管理課☎２４ ー １１１１内線２４２７
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避
難
訓
練

〜
愛
媛
県
津
波
避
難
訓
練
〜

個 人でできること
準備しておきたい、非常持出品・非常備蓄品

　
２
月
２
日
（
日
）
午
前
９
時
５
分
。

「（
こ
れ
は
、
訓
練
で
す
）
巨
大
地
震
が

発
生
し
ま
し
た
。」
の
合
図
と
と
も
に
防

災
無
線
が
鳴
り
ひ
び
き
、
愛
媛
県
津
波

避
難
訓
練
が
始
ま
り
ま
し
た
。

　
今
回
の
訓
練
は
、
い
つ
起
こ
る
か
分

か
ら
な
い
震
災
を
想
定
し
、
訓
練
開
始

時
間
を
告
知
し
な
い
ブ
ラ
イ
ン
ド
方
式

で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
訓
練
開
始
を
合
図
に
、
き
さ
い
や
広

場
に
は
周
辺
住
民
約
３
０
０
人
が
集
ま

り
、
そ
の
後
海
抜
約
13
ｍ
の
国
道
56
号

宇
和
島
道
路
架
橋
へ
落
ち
着
い
て
避
難

し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
大
浦
地
区
で
は
自
主
防
災
組

織
が
中
心
と
な
り
、
津
波
一
時
避
難
場

所
へ
避
難
し
ま
し
た
。
参
加
者
は
、
各
々

の
非
常
持
出
袋
や
市
が
配
布
し
て
い
る

防
災
ラ
ジ
オ
を
手
に
避
難
し
ま
し
た
。

　
参
加
者
か
ら
は
、「
ラ
ジ
オ
の
電
波
が

入
り
づ
ら
い
」「
マ
イ
ク
放
送
が
聞
こ
え

づ
ら
い
」
な
ど
、
現
状
や
今
後
の
課
題

が
あ
が
り
、
そ
れ
ぞ
れ
が
防
災
意
識
を

持
っ
て
今
後
の
対
策
へ
つ
な
げ
よ
う
と

す
る
様
子
が
伺
え
ま
し
た
。

　
市
役
所
２
階
大
会
議
室
で
は
、
避
難

所
開
設
訓
練
が
行
わ
れ
、
避
難
所
を
開

設
す
る
と
き
の
流
れ
や
注
意
事
項
、
居

住
ス
ペ
ー
ス
・
仮
設
ト
イ
レ
の
作
り
方

な
ど
の
解
説
が
実
践
を
交
え
て
行
わ
れ

ま
し
た
。

　
き
さ
い
や
広
場
で
は
、
防
災
用
品
の

展
示
や
地
震
体
験
車
、
炊
き
出
し
の
実

演
な
ど
が
行
わ
れ
、
災
害
時
に
起
こ
る

こ
と
を
体
験
し
た
り
、
必
要
な
も
の
を

実
際
に
目
で
見
て
確
認
す
る
人
で
賑
わ

い
ま
し
た
。

　
し
か
し
、
今
回
の
避
難
訓
練
の
ポ
イ

ン
ト
は
、
参
加
者
数
が
、
宇
和
島
（
８
，

２
０
８
人
）・
吉
田
（
１
，７
７
４
人
）・

三
間
（
４
３
５
人
）・
津
島
（
３
，６
３
４
人
）

と
市
全
体
の
20
％
に
満
た
な
い
数
字
で

あ
っ
た
こ
と
。
こ
れ
は
、
危
機
意
識
の

数
字
で
も
あ
る
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　
あ
な
た
は
こ
れ
を
高
い
と
思
い
ま
す

か
。
そ
れ
と
も
、
低
い
と
思
い
ま
す
か
。

そ
れ
ぞ
れ
で
、 

今 

で
き
る
こ
と

　
防
災
対
策
は
、個
人
（
自
助
）・
地
域
（
共

助
）・
行
政
（
公
助
）
が
そ
れ
ぞ
れ
に
取

り
組
む
必
要
が
あ
り
ま
す
。
ど
れ
が
欠

け
て
も
、
十
分
な
防
災
対
策
と
は
い
え

ま
せ
ん
。
い
つ
起
こ
る
か
分
か
ら
な
い

震
災
に
向
け
て
今
で
き
る
こ
と
を
、
家

族
や
地
域
な
ど
身
近
な
と
こ
ろ
で
話
し

合
っ
て
み
ま
し
ょ
う
。

正しく備えて、正しく恐れる

津波一時避難場所
（国道 56 号線宇和島道路架橋）

　大規模災害が発生した場合、水道施設などが使用できなくなったり、

道路の損壊などにより防災機関による救援活動がすぐにできない恐れも

あります。災害発生後の数日間は、自足できるよう準備しておきましょう。

　災害発生時に最初に持ち出す「非常持出品」と、災害から復旧する

までの数日間を支える「非常備蓄品」を用意しておきましょう。「非

常持出品」は家族構成を考えて必要な分だけ用意し、避難時にすぐに

取り出せる場所に保管しておきましょう。

■非常持出品チェックリスト
　～災害発生時に最初に持ち出すもの～

□ 非常食

□ 飲料水

□ 携帯ラジオ（予備の電池）

□ 懐中電灯（予備の電池・電球）

□ ヘルメット・防災ずきん

□ 救急医療品

□ 常備薬

□ 貴重品（預貯金通帳、印かんなど）

□ 現金

□ 健康保険証のコピー

□ 住民票のコピー

□ ろうそく・ランタン

□ ライター（マッチ）

□ ナイフ、缶切り、栓抜き

□ ティッシュ類

□ タオル

□ ビニール袋

□ 上着・下着

□ 軍手

□ ビニールシート

■非常備蓄品
　～復旧するまでの数日間を支えるもの～

　家族全員がわかる場所に保管しましょう。

■ 食料品： 缶詰やレトルト食品など非常食１

週間分以上

■ 水： 飲料水は大人１人あたり１日３リット

ルが目安で、１週間分以上

■ 燃料： 卓上コンロや固形燃料、予備のガス

ボンベ など

＜その他＞ 工具、簡易トイレ、毛布、寝袋、ラッ

プ、食器類、カイロ、マスク、シー

ト、照明器具、筆記用具 など
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地 域でできること
自主防災組織・自治会・消防団の連携

防 災 特 集

て
お
き
ま
し
ょ
う
。
冷
蔵
庫
に
は
、
目
印

の
マ
グ
ネ
ッ
ト
シ
ー
ル
を
貼
る
こ
と
で
救

急
時
・
災
害
時
な
ど
に
発
見
者
が
素
早

い
対
応
を
と
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
地
域
の
人
や
知
り
合
い
で
、
ま
だ
登
録

し
て
い
な
い
人
が
い
ま
し
た
ら
、
ぜ
ひ
登

録
を
勧
め
て
く
だ
さ
い
。

※ 

既
に
登
録
し
て
い
る
人
は
、
再
登
録

の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

■
登
録
で
き
る
人
（
要
配
慮
者
）

次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
人

▲

要
介
護
度
１
〜
５
の
人

▲

 

重
度
心
身
障
害
者
医
療
費
受
給
者
証

を
所
持
す
る
人

▲

独
居
の
65
歳
以
上
の
人

▲
 

妊
産
婦
・
乳
幼
児
・
外
国
人
な
ど
の

う
ち
自
力
で
の
避
難
が
困
難
な
人

※ 

施
設
に
入
所
し
て
い
る
場
合
を
除

き
ま
す
。

■
登
録
ま
で
の
流
れ

❶  

申
請
窓
口
で
申
請
書
を
受
け
取
る
。

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

❷   

申
請
書
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、
申

請
窓
口
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
本

人
の
承
諾
が
あ
れ
ば
、
代
理
人
が
申

請
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

❸  

受
付
後
、
申
請
書
の
コ
ピ
ー
と
救
急

医
療
情
報
キ
ッ
ト
を
渡
し
ま
す
。

【
申
請
先
】
福
祉
課
・
高
齢
者
福
祉
課
・

保
険
健
康
課
・
各
支
所
福
祉
環
境
係

【
問
合
先
】
福
祉
課
援
護
福
祉
係
☎
２４ 

ー 

１
１
１
１
内
線
２
１
１
７
・
高
齢
者
福

祉
課
高
齢
者
福
祉
係
☎
２４ 

ー 

１
１
１
１

内
線
２
１
１
８

災
害
時
要
援
護
者
台
帳

　
市
で
は
、
災
害
時
に
特
に
配
慮
を
要

す
る
人
の
安
否
確
認
や
避
難
支
援
に
役

立
て
る
た
め
、
災
害
時
要
援
護
者
台
帳
へ

の
登
録
を
勧
め
て
い
ま
す
。

　
登
録
者
に
は
、
救
急
医
療
情
報
キ
ッ

ト
（
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
容
器
・
マ
グ
ネ
ッ
ト

シ
ー
ル
）が
配
布
さ
れ
ま
す
。プ
ラ
ス
チ
ッ

ク
容
器
の
中
に
、
登
録
者
の
情
報
（
緊
急

連
絡
先
、
か
か
り
つ
け
医
や
持
病
な
ど
の

医
療
情
報
、
薬
剤
情
報
な
ど
）
を
ま
と

め
て
入
れ
て
、
日
頃
か
ら
冷
蔵
庫
に
入
れ

　災害直後は、特に行政からの支援の手や救援物資などが行

き届かないことがあります。まずは、自分が住んでいる地域

の自治体の自治会や自主防災組織、消防団などで、いざとい

うときにお互いに助け合い、すぐに手を差し伸べられるよう

な体制を整えておきましょう。

救急
情報

マグネットシール

プラスチック容器

　「えひめ愛顔で消防団員応援プロジェクト」は、

その名のとおり愛するふるさとのために、日夜活動

する消防団員に感謝の気持ちをこめて応援する新し

い事業です。

　県内の飲食店や物品販売店などを、消防団員応援

事業として登録し、消防団員やその家族などを対象

とした割引などサービスを提供することで、消防団

員の士気の高揚と団員の確保につなげ、あわせて地

『えひめ愛顔で消防団員応援プロジェクト』始まります！

域産業の振興にもつなげた

いと考えています。

　そこで、消防団員を応援

したい事業所を募集します。詳し

くは、愛媛県消防協会ホームページ

(http://www.ehime-syokyou119.jp/)

をご覧ください。

【問合先】危機管理課☎２４ ー １１１１内線２４２７

登録者
（代理人でも可）

地域の皆さん
自主防災組織
自治会・民生委員
消防団 など

申請窓口
福祉課
高齢者福祉課
保険健康課
各支所福祉環境係

支　援

情報の共有

台帳へ登録
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行 政でできること
情報伝達手段の整備

正しく備えて、正しく恐れる

防
災
ラ
ジ
オ

　

防
災
ラ
ジ
オ
と
は
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
Ｆ

Ｍ
放
送
「
Ｆ
Ｍ
が
い
や
」
や
、
行
政
放
送

な
ど
を
聞
く
こ
と
が
で
き
る
ラ
ジ
オ
で

す
。
災
害
情
報
放
送
な
ど
の
際
に
は
自
動

起
動
し
、
放
送
が
流
れ
ま
す
。
緊
急
放
送

の
場
合
は
最
大
音
量
で
放
送
さ
れ
ま
す
。

　防
災
ラ
ジ
オ
は
、
平
成
25
年
度
は
宇

和
島
地
区
、
平
成
26
年
度
は
吉
田
・
三
間
・

津
島
地
区
に
貸
し
出
し
ま
す
。
順
次
配

布
し
て
い
き
ま
す
の
で
、
配
布
ま
で
に

時
間
を
要
す
る
地
域
も
あ
り
ま
す
。

■
城
山
の
防
災
用
サ
イ
レ
ン
の
廃
止

　広
範
囲
屋
外
拡
声
器
の
設
置
に
伴
い
、

消
防
団
の
一
斉
招
集
な
ど
で
使
っ
て
い

た
城
山
防
災
用
サ
イ
レ
ン
を
廃
止
し
ま

し
た
。
今
後
は
、
広
範
囲
屋
外
拡
声
器

お
よ
び
集
会
所
放
送
施
設
、
防
災
ラ
ジ

オ
か
ら
放
送
を
行
い
ま
す
。

　毎
月
１
日
10
時
に
行
わ
れ
て
い
た
サ

イ
レ
ン
吹
鳴
試
験
も
終
了
し
、
今
後
は

広
範
囲
屋
外
拡
声
器
な
ど
か
ら
試
験
放

送
を
行
う
予
定
で
す
。

【
問
合
先
】
危
機
管
理
課

☎
２４ 

ー 

１
１
１
１
内
線
２
４
７
２

防
災
用
屋
外
放
送
設
備

　

旧
宇
和
島
市
の
市
街
地
部
を
対
象
と

し
て
、
市
役
所
屋
上
な
ど
7
ヵ
所
15
基

の
屋
外
拡
声
器
を
設
置
し
ま
す
。
ま
た

各
地
区
の
集
会
所
な
ど
に
は
緊
急
放
送

設
備
を
設
置
し
ま
す
。
緊
急
時
に
は
、

市
や
国
か
ら
の
緊
急
情
報
を
直
接
、
屋

外
放
送
し
ま
す
。

　

設
置
完
了
後
に
、
防
災
放
送
設
備
の
一

斉
試
験
放
送
を
実
施
し
、
音
達
状
況
の

調
査
・
調
整
を
行
い
ま
す
の
で
、
ご
理
解

と
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

※ 

一
斉
放
送
試
験
以
外
に
も
放
送
設
備

毎
に
随
時
、
試
験
放
送
を
行
う
場
合

が
あ
り
ま
す
。

■
一
斉
試
験
放
送
実
施

【
と

　き
】
３
月
21
日
㈮
㈷

午
前
10
時
〜
午
後
５
時
の
間
で
５
回
程
度

【
内

　容
】
音
声
に
よ
る
試
験
放
送
お
よ

び
サ
イ
レ
ン
吹
鳴
試
験
を
行
い
ま
す
。

（
予
定
）

　受
け
取
っ
た
後
は
屋
内
で
電
波
が
入

り
、
放
送
が
よ
く
聞
こ
え
る
場
所
に
置

い
て
く
だ
さ
い
。
毎
週
日
曜
日
の
午
前
11

時
59
分
と
午
後
５
時
59
分
に
試
験
放
送

を
行
っ
て
い
ま
す
の
で
、
き
ち
ん
と
聞
こ

え
る
か
ど
う
か
を
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

　詳
し
く
は
、
広
報
う
わ
じ
ま
11
月
号

Ｐ
５
を
ご
覧
に
な
る
か
、
危
機
管
理
課

へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　市では、災害発生時などの緊急情報を市民の皆さんへ迅

速かつ確実に伝達するため、屋内には防災ラジオを配布し、

屋外へは広範囲屋外拡声器や集会所放送施設などを活用し

た放送設備を整備しています。

○ 坂下津１区

○ 柿原１・２・３区

○ 伊吹町北１区

○ 大浦

○ 赤松

○ 薬師谷

○ 薬師谷団地

○ 川内１・２区

○ 本川内

○ 蛤１・２区

○ 百之浦

○ 本九島１・２区

○ 白浜

○ 石応１・２区

○ 大小浜

○ 小池

○ 蕨

○ 平浦

○ 船隠

○ 天満

○ 豊浦

○ 大内

○ 安米

○ 下高串

○ 家藤

○ 徳の森

○ 奥高串

○ 本村

○ 江の組

○ 日の組

○ 矢の浦

○ 小矢の浦

○ 甘崎

○ 番匠

○ 魚泊

○ 水荷浦

○ 津の浦

○ 高助

○ 横浦

○ 豊の浦

○ 宮市

○ 中組

○ 新屋敷

○ 上光満

○ 神崎

○ 柿之浦

○ 東

○ 結出

○ 西

○ 島津

○ 狩津

○ 明越

○ 宿の浦

○ 大島

○ 矢ケ浜

○ 本浦

○ 小内浦

○ 嘉島

○ 喜路

○ 明海

○ 能登

■集会所などの緊急放送設備からの放送地区

南予地方局

城山公園

城東中学校

番城小学校

市役所
浄化センター

堀部公園

■
屋
外
拡
声
器
設
置
予
定
場
所
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